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ら.我利 豊腹痛発作を繰 り返 した鉛中毒の-例を経験し

たので報告する.

症例は,45才の男粗 職業は,塗装業止3掛 こ渡り腰

痛等の麻痔性イレウス様発作を繰り返 し,2度E3のÅ院

て戦歴.末血中LIT)好塩基性斑点赤血球等､い)釦 Il毒J)診

断が得られた.Ca-EDTA の点滴静注による治療で症

状は軽快した.

腹痛を豊する疾患は非常に数多く知られており,その

鑑別疾患の1つとして鉛中毒等の中毒性疾患を屯念頭に

おいた詳細な職歴の聴取も盈繋であると思われた.

19)食道静脈癖硬化療法後商二腸 vaTix破裂を

来 した 1例
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症例は76才男性で食道静脈療出血で入院.入院翌日内

視鏡で下部食道に静脈癖を認め,3カ所計 20mll回

目のユタノ-ルアミン静脈療内注入を行った.Å院10日

後2回目硬化療法を行い,計 17ml注入した.その後 vwix

の改善を認めたが,その11日後突然多量の下血を起こし

翌河東腸内視鏡で肝門直腸静脈癌の破裂による出血が確

認されたためユタノ-ルアミン 3mlの静脈療内注入を

行った-その後肝不全をきたして死亡した.

食道静脈療硬化療法による副作周と合併症はいろいろ

報告されているが,本邦では,食道静脈療硬化療法後紅

門直腸静脈療破裂をきたした報告は少なく,本症の発生

機序を述べ,合わせて文献検索を行う予定である.

20)虚血性大脇衆発症を契機に発見された
大腸癌の 2例

鈴人 軌 ..i
村山 久夫 欄 駒 鳴 読図病院消化器)
清水 武昭 ( ㌃亡ゴj 外科)

症例 且は59歳,女性.腹痛,曝気, F血が出現し翌日

当科を受診.colonofiberにてS状結腸から横行結腸に

かけての虚血性大腸炎と上行結腺癌を認めた.ri琵ht

htlmi什'lLICl川叩･左施行し.こltl(.nいし,;lrLlirlOrlla.STll,nlOd.

lyo,vl,ow(-),aw上 ),n(-),Ⅱ祖もypeの診断

を得た.症例2は66歳の女性.腹痛と下血で受診.腫療

型直腸癌と下行結腸半ばから横行結腸半ばをこかけての虚

血性大腸炎と診断.low d11tL!ri()rrL､ヽし､し･ti()Ilを施行.

adenocarcit10111こ1,mod,pm.lyo.＼･1,ow仁 1.こIW

(-),n(+),polypoidtypeの診断であった.大腸癌

887

と虚血性大勝魔との合併例に関する報告は少ないがさ当

村では.過去/1年間に26例中2例7.7%'に大腸癌の合併

をみており,虚血性大腸炎では,全太腹の注意深い total

eo及onoscopyが重要と思われた.

2u 大腸上皮性腫碗肉眼形態分類の問題点と
意義

千日 匡 ･本問 照 欄浦与人草第 ･病j~(臣

太腹の早期癌 ･腺感の肉眼塾骨痛をこぼ分額項目が不統

一,判定基準小峰味.等et)FTLi魔 点が.ある.我々廿 1(hlm

以下の腺管腺腫 260病変,粘膜内癌35病変を済いて,柄

変を肉眼的高さから llh型 (高さ 0111rTll, ロこ171-lJ.塙

さ 4mm まで), I塾 (高さ 4mm より太)をこ分探し,

大きさ,担癌率,非腺腰内藤出現頻度をこついて従来の肉

眼型分概 (rTlitt.ls.lps,lp)と比較検討した.壬の結

鼠 従来の分輝では大きさ別頻鼠 担癌率に肉眼型別の

有意差は見られなかったが,高さによる分環では,雨項

目し上月)に lIb.【Ⅰこ1.Ⅰ間に有意差 Lpく0.05-0.川上小

見られテ非腺腫内癌は全例が Ⅱa塾であった.高さに

よる分類が太腹早期癌 ･腺腰の肉眼塾分額にとつてより

歯周であると考えられた.

22)太陽アフタ病変の検討

(タロ-ン病との鑑別を中心に)

山H l仁頼 ･永田 _甘Ji
川闇 暫 く吉 閏 病 院 内 科)
喜田 鉄郎 ‖r岳原 裁 く 同 外 科)

渡辺 董伸 (新潟大学第---病理)

各種の炎症性腸疾患をこ見られたアフタ病変を検討 し鑑

別診断に役立てることを試みた.

当院において過去5年間をこ大腸内視鏡でアフタ病変を

認めたものは計19例であった.すなわち予クロー,J病 5/

5(_1()OOo),抗牛剤起囚性腸炎 37(･4こ賄 う.感染性腺失

3/9(33タ結 濃轟健太腺炎 1/24摘 %),アフタ性大勝

衆3,分額不能健勝発射こ認められた.

アフタ病変の肉眼所見を分析 してスペクトラムを作成

し さらに,形 8数,存在部位,1ケ月後の経過,生検

F'TT兄(･7)･川i【‖てつ いて詳細に検討した.その結果. ′Jrト-

ソ病と感染性腺炎の形態的スペクトラムは察似している

酌 アフタ病変の数,密度は感染性腺炎の方が多(,好

発部位も両者で異なっていた.1ケ月後の経過ではタロ-

yが縦走傾向をとるのに対し炎症性腺炎では消兇 軽快


